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①重力が下肢の血行動態に与える影響

②圧迫が下肢の血行動態に与える影響

③関節角度が下肢の血行動態に与える影響

長時間着座姿勢を継続することにより、下肢の静脈内に血液が貯留します

血液中の水分が血管の外に漏れ出し、細胞内に溜まる（むくみ）

水分を失った血液は粘り気が強くなる

血の塊、いわゆる血栓ができやすくなる（深部静脈血栓症）

血栓が血流によって移動し、肺の血管を詰まらせてしまうことがある（肺血栓症）

平成17年度
研究課題名

　深部静脈血栓症（deep vein thrombosis:DVT）を起こしやすい三因子（Virchowの三因子：①血液凝固性の亢進（Hypercoagulability）、

②血液の流れの停滞（Venous stasis）、③血管壁の障害（Vein wall damage））のひとつである、血液の流れの停滞の予防を考慮した椅子

設計の基礎的知見を得ることを目的とし、重力、圧迫、関節角度の各要因が下肢の血行動態に与える影響について検討しました。今回

の実験より、下肢の血行動態における生理学的メカニズムのとおり、重力および圧迫の影響では、deoxy-Hb量と血流速度に影響があ

り、関節角度の影響では、血流速度に影響がありました。さらに各要因の影響の大きさを推測することができました。

人間工学的手法による木製椅子の快適性評価と機能設計に関する研究
～重力、圧迫、関節角度が下肢の血行動態に与える影響～

deoxy-Hbの変化率 最高血流速度の変化率

②実験方法
　レーザー組織血液酸素モニタを用いて、脱酸素化

ヘモグロビン量（deoxy-Hb）の変化を計測しました。

測定部位は両足下腿後面内側の腓腹筋、被験肢は24

肢（健常な男性6名×左右肢×実験回数2回）でした。

　超音波診断装置を用いて、血流速度を計測しました

。測定部位は右肢鼠径部下方の大腿静脈、被験肢は

12肢（健常な男性6名×右肢×実験回数2回）でした。

①深部静脈血栓症に至るメカニズム

測定部位

腓腹筋 鼠径部

実験の様子

deoxy-Hbの変化率 最高血流速度の変化率実験の様子

deoxy-Hbの変化率 最高血流速度の変化率実験の様子

　実験には傾斜ベッド（自作）を用いました。これは

ベッド角度を0度～30度まで、連続して変化させる

ことができるベッドです。実験条件は、ベッド角度4

条件（0度、10度、20度、30度）を設定しました。なお

ベッド角度30度の条件の時、心臓と腓腹筋の高低

差は約45cmとなります。これは座位姿勢時の心臓

と腓腹筋の高低差とほぼ一致します。

　実験には、ラピッドカフインフレータを用いまし

た。これは0.3秒で0～300mmHgの範囲で任意に

設定した圧をカフに加えることができるものです。

実験条件は、圧迫力5条件（10mmHg、20mmHg、

30mmHg、40mmHg、50mmHg）を設定しました。

　実験条件は、股関節角度3水準（0度、45度、90度）

、膝関節角度3水準（0度、45度、90度）を組合せ、

3×3の9条件を設定しました。被験者は左腕を下に

横臥位姿勢をとり、心臓高さが変化しないよう注意

して実験を行いました。
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平成17年度
研究課題名

人間工学的手法による木製椅子の快適性評価と機能設計に関する研究
～座面構造と座り心地評価の関係～
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平成17年度
研究課題名 障がい児の心身の発達成長を促す教具の開発

　子どもは遊びを通していろいろな感覚や知識を身につけていきます。発達に障がいのある子どもは、一般的な
教具（おもちゃ）を用いた遊びが難しい場合があるのですが、療育の現場では発達段階に配慮した教具を用いる
ことで指導効果を上げています。しかし、指導目的に合った教具がない場合もあり、施設では指導に導入できる
新しい教具の開発と普及が求められています。このような点に着目して、当研究所では現場のニーズに沿った教
具の開発を行ってきましたので、今回は試作教具を紹介します。

～ 生活研が提案する木のおもちゃ ～
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